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アフリカ開発銀行、日本の個人投資家向け 
クリーンエネルギー・ボンドを発行 

 
アフリカ開発銀行(以下「AfDB」、格付Aaa/AAA/AAA)は、新たなクリーン

エネルギー・ボンドを2010年7月1日より下記の販売会社を通じて日本の個人

投資家向けに販売致します。 
 
＜販売会社＞ 
木村証券、新和証券、成瀬証券、播陽証券、三豊証券、楽天証券（五十音

順） 
 
今回発行される債券は、期間約7年のブラジル・レアル建ディスカウント債券

でHSBC証券がアレンジャーを務めました。 
 
クリーンエネルギー・ボンドは、日本の個人投資家に対し最上級の信用格付

けを有する発行体への投資機会を提供すると同時に、気候変動に対するリス

ク管理とクリーンエネルギー・ソリューションに対するAfDBの取組みへの資

金調達に寄与する機会を提供します注1)。 
 
アフリカにおけるエネルギー供給は、貧困の改善やアフリカ全域の一層の経

済発展のために必要不可欠です。エネルギー供給を拡大する必要性に取組み

つつ、エネルギー投資対象としてより低炭素のものを選好する機会を検討す

るため、AfDBは「クリーンエネルギーへの開発投資枠組」を策定しました。 
 
現在AfDBは、公共部門や民間部門を通じて、アフリカ大陸全土にわたりクリ

ーンエネルギー・プロジェクトを実施しており、最近ではアフリカ西海岸沖

に位置するカーボヴェルデ共和国の風力発電プロジェクトに対する融資を決

定しました。当プロジェクトでは、計120基以上の風力タービンで構成される

４つの風力発電所が同国の4島に建設される予定です。結果、同国のエネルギ

ー需要の20-25パーセントが満たされると期待されており、これはアフリカで

最も高い再生可能エネルギー普及率に当たります。 
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AfDBは、以下にあげる3つの具体的な方法により、期待されている潤沢であ

りながら未開発のクリーンエネルギーの開発へのアフリカ各国の取り組みを

支援しています： 
 
1) 加盟国がクリーンエネルギーを各国の開発計画やエネルギー計画の主流に

組み込むことを奨励  
2) 風力、水力、火力発電などのクリーンエネルギー、次世代バイオ燃料の活

用、無煙ストーブ、微光技術への投資を促進し、各国の電力供給網を拡張、

改善および補助金支援 
3) 低炭素経済の成長を後押しながら、アフリカ大陸における巨大なエネルギ

ー潜在力への持続可能な開発を支援することでアフリカでのエネルギー供

給の拡大に尽力 
 
商品・売出概要 
 
ブラジル・レアル建ディスカウント債券（期間約7年）  
売出期間:   2010年7月1日～7月26日 
価格決定日:  2010年7月21日 
発行日:  2010年7月28日 
償還日:  2017年7月28日  
利率:   0.5％ 年2回払い 30/360日ベース 休日未調整 
発行価格:  額面金額の59.60%  
 

注記 
1.  AfDBは、本債券の発行により調達される全額を、AfDBの融資基準を満たしたクリーンエ

ネルギー関連プロジェクトへの融資に充てるよう最善を尽くします。 
 
アフリカ開発銀行 
アフリカ開発銀行は、1964 年にアフリカ大陸の経済および社会的発展を目的として設立され

た多国間開発銀行で、アフリカ大陸の全 53 ヶ国とヨーロッパ、南北アメリカ、中東および

日本を含むアジアの 24 ヶ国から構成されています。 
 
HSBC グループ 
HSBC グループの持株会社である HSBC ホールディングス plc は英国に本部を置いています。

HSBC グループは、ヨーロッパ、アジア太平洋地域、アメリカ大陸、中東、アフリカにまた

がる 88 の国と地域に 8,000 を超える拠点を擁し、2009 年 12 月末現在 2 兆 3,644 億米ドルの

総資産を持つ世界有数の金融グループです。 
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＜外貨建て債券のリスク＞ 

 

価格変動リスク：途中売却の場合、売却時の債券市況や金利水準により、そ

の市場価格（売却価格）が変動するため、その価格が投資元本を下回ること

があります。 

 

金利変動リスク：金利の上昇等による債券価格の下落により、その償還価格

が投資元本を下回る可能性があります。 

 

為替リスク：償還等にあたり、外貨を円貨に交換する場合、適用される為替

相場の変動により、最終的な受取円貨金額が、投資元本を下回る可能性があ

ります。 

 

信用リスク：発行体の財務状況の変化およびそれらに関する外部評価の変化

等により、償還金額が投資元本を下回ったり、元利金の支払いが遅延、ない

し不履行となる可能性があります。 

 

カントリーリスク：発行体の所在国、および通貨発行国の国情の変化（政治、

経済、取引規制等）により、償還金額が投資元本を下回ったり、途中売却が

できなくなる可能性があります。 

 

流動性リスク：途中売却の場合、取引市場が十分に整備されていない、或い

は取引量が少ない等の理由により、売却価格が投資元本を下回ったり、売却

そのものができない可能性があります。 

 

＜手数料について＞ 

 

本債券のお取引に当たっての手数料は、販売会社ごとに異なります。販売証

券会社に直接お問合せください。本債券の売買等にあたり、円貨と外貨を交

換する場合、特定の定めのない限り外国為替市場の動向をふまえて販売証券

会社が決定した為替レートによるものとします。 

 

※ お申込みの際は必ず、契約締結前交付書面および目論見書を十分読み、そ

の内容をご確認下さい。 

 

HSBC 証券会社東京支店（エイチ・エス・ビー・シー・セキュリティーズ・ジ

ャパン・リミテッド）金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第２１２号 

加入協会：日本証券業協会、社団法人金融先物取引協会 
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